










 

 遺伝性筋ジストロフイーマウスに関する研究は多数あるけれど 1-3),臨床的

病状進行のステージ分類についての研究は少ない.特に,2 週令過ぎに発病して

から 13 週令過ぎの後肢の歩行停止に至る間の進行は,ステージ分類が難しく,

有効な方法は報告されていない.そのため,生化学的方法などで検出された異常

も,病気の進行とどのような関係にあるのか不明のものが多い． 

 我々は,新しく強制的金網登り検査法を開発し,5 週令を境に病状のステージ

が分けられることを明らかにした. 

 病状進行を,発病前と、発病後の 5つのステージに分類し,ステージと関連さ

せて,現在までに我々が検討を加えた各種異常現象をまとめた. 


